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業務名称

鎌倉市役所　会議室（オンライン）

先方 当社

・ 桑田 哲司（業務責任者）

・ 萩原係長 ・ 杉浦（工事発注業務責任者）

・ 谷内田（入札等業務従事者）

・ 佐藤弁護士 ・

以下のとおり、鎌倉市立小・中学校冷暖房設備設置業務委託の第5回入札適正監視委員会

を行い、対象工事の執行に係る工事発注等に関しご承認をいただきました。

1. 開会

委員長兼議長：佐藤弁護士

2. 不調工事入札の随意契約手続きへの移行

（1）令和4年10月11日(火)10：00に入札執行をした「鎌倉市立第一小学校他2校冷暖房設備

　　設置工事」が、開札の結果不調となりました。

　　当該工事の今後の取扱いについて協議をさせていただきます。（谷内田）

　　→前回不調の工事と同様、工期の確保が難しいため随意契約に移行して構わないと考え

　　　ます。（萩原）

　　　→鎌倉市の提案に対し異議のある方はいらっしゃいますか。（佐藤弁護士）

　　　　→異議はございません。（桑田、谷内田）

（2）今回の入札の顛末といたしまして、参加者は2社でした。うち1社が1回目の入札で

　　最低制限価格未満により失格、もう1社は再度入札においても予定価格超過という結果

　　でした。（谷内田）

　　→随意契約手続きの手順として、入札に参加した全ての業者に見積提出の意思確認を

２．

３．

４．

出席者

鎌倉市教育委員会：教育文化財部学校施設課

学識経験者：松田綜合法律事務所

吉田（その他業務従事者）

　(受領した資料)
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鎌倉市立小・中学校冷暖房設備設置業務委託

日時 　　令和4年10月11日（火）　14：00　～　14：15

場所
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　　　→入札参加者全てに、となりますと、最低制限価格を割った会社に対し、それより

　　　　高い金額で再度見積もりを出して下さいと言う形になります。失格者は不落随意

　　　　契約に向けた手続きへの参加は不可となることが一般的かと思いますが、これを

　　　　同列とすることができるのでしょうか。（桑田）

　　　　→鎌倉市では失格者も含めて、入札に参加した全ての業者に対し、見積提出の意思

　　　　　確認を行い、見積書の提出を求めています。

　　　　　またその場合に、見積金額については最低制限価格制度の適用は無くなります。

　　　　　それに準じて、予定価格の範囲内で、最低の価格で見積書の提出をした業者を

　　　　　随意契約の対象者として手続きを進めてください。（萩原）

　　　　　→了解いたしました。（桑田、谷内田）

以上
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　　　行い、見積書の提出を求めてください。（萩原）
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